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令和６年 第４回沼田町議会定例会  一般質問要旨  

 

【町長】 

 

  

通告順 １ 
質問 

議員 
伊藤議員 

質問 

項目 
携帯電話不感地帯の環境改善を 

質問 

内容 

本町においては携帯電話の通信が不通となっている地域があります。情

報のデジタル化通信は現在の生活や仕事に欠かせないものであり、住宅が

ない場所であっても農地や山林、河川、ダムの管理などで人が介在する場

面は多岐にのぼります。 

携帯電話や Wi-Fi などの無線通信は不測の事態や事故での連絡手段とし

て、また、ICT 技術を活用した農業機械など重要なアイテムとなっていま

す。 

本町においても本年度の事業から法人や協業での機械購入費支援や中

山間事業で携帯電話不感地帯対策を行っていますが、町内全域に精度の高

い通信があってこそ、町の事業が活かされると考えます。 

緊急を要する事態や交通事故、農作業事故に対応するためにも必要不可

欠な設備だと考えますので以下を質問致します。 

 

 

1. 通信が出来ない地帯での安全対策や農業機械などで利用する位置情

報を高度化するためのインターネット環境の整備をどのように考え

ているのか。 

2. 携帯電話不感地帯対策で実証試験を行った結果、次年度以降の対応を

どのように考えているのか。 

3. 総務省が行う高度無線環境整備推進事業を活用した電波塔の設置や

無線通信を繋ぐ事業に取り組むことは出来ないのか。  



高度無線環境整備推進事業

•5G・IoT等の高度無線環境の実現に向けて、条件不利地域において、地方公共団体、電気通信事業者等が高
速・大容量無線通信の前提となる光ファイバ等を整備する場合に、その費用の一部を補助する。
•また、離島地域において地方公共団体が光ファイバ等を維持管理する経費に関して、その一部を補助する。

ア 事業主体： 直接補助事業者：自治体、第３セクター、一般社団法人等、間接補助事業者：民間事業者

イ 対象地域： 地理的に条件不利な地域（過疎地、辺地、離島、半島、山村、特定農山村、豪雪地帯）

ウ 補助対象： 伝送路設備、局舎（局舎内設備を含む。）等

エ 負担割合：

（自治体の場合）

国（※1）

１／２
自治体
１／２

【離島】＊

【その他の条件不利地域】

（第３セクター・民間事業者の場合）

国（※2）（※3）

４／５

【離島】

【その他の条件不利地域】

＊光ファイバ等の維持管理補助は、
収支赤字の1/2（令和７年度まで）

＊新規整備に加え、令和２年度からは、電気通信事業者が公設設備の譲渡を受け、(5G対応等の)高度化を伴う更新を行う場合も補助。
令和５年度補正予算においては、地方公共団体が民間移行を見据えて公設の光ファイバ等の高度化を行う場合も補助。
（いずれの場合も高度化しない更新は対象外）

＊地方公共団体が事業主体となる事業において、予算額を上回る事業要望があった際は、当該団体におけるマイナンバーカード交付率を
考慮の上、事業採択を行う場合があります。

国
４／５

自治体
１／５

（※1）財政力指数０．５以上の自治体は
国庫補助率１／３

国
１／３

３セク・民間
２／３

（※２）海底ケーブルの敷設
を伴わない新規整備の
場合、２／３

（※３）高度化を伴う更新を
行う場合、１／２

令和5年度当初予算額：42.0億円
令和5年度補正予算額：20.1億円

令和６年度当初予算額：45.0 億円

３セク・民間

１／５

スマートホーム

イメージ図

農業IoT

無線局
エントランス
（クロージャ等）

高速・大容量無線通信の前提となる光ファイバ（伝送路） コワーキング
スペース

スマートモビリティ教育ＩｏＴ観光ＩｏＴ

地域の拠点的地点

通信ビル

takahashi-shu01
テキストボックス
資料１　総務省ホームページより

takahashi-shu01
ノート注釈
takahashi-shu01 : Marked
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【町長】 

 

通告順 ２ 
質問 

議員 
鵜野議員 

質問 

項目 
行政区、町内会運営の負担軽減策を  

質問 

内容 

沼田町は過疎化と高齢化率が進み、その事による各行政区の運営に御苦

労している状況が伺えます。 

なかでも町内会費の負担と、お知らせ版、回覧板の配布作業の負担を軽

減できないかなど、いくつかの町内会から最近、耳にする様になっていま

す。 

町内会費のほとんどが各団体、組織への負担金となっており、その固定

経費の軽減が必要と考えられます。また、お知らせ版などの配布作業につ

いても高齢化が進む中では配布作業の軽減が必要と考えます。 

町内会費の負担金の中には町より街灯料金の負担金があり、年間１００

万円ほどが各行政区に割り当てられ、電気料金の上昇と人口減少により、

世帯当たりの負担が増加傾向にあります。またこの街灯料は平成１８年度

より各町内会等電気料実績の３０％を負担、平成２０年度より４０％負担

として現在まで継続しています。  

当時より人口が減り、高齢化が進み負担者の社会的構成が変わってきて

います。 

今後はこの電気料をさらに負担金の割合を少なくする事、もしくは無く

す事ができないか。さらに他の負担金でも低減する事がないか聞きたい。 

お知らせ版などの配布作業についても、いろいろと検討していますが、

出来るだけ早く負担の軽減を進めてもらいたい。今後、どの様な改善策を

考えているのか聞きたい。 
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【町長】 

通告順 ３ 
質問 

議員 
上野議員 

質問 

項目 
ふるさと納税について 

質問 

内容 

 

行政報告ではふるさと納税額が１１月末現在、過去最高の１０億３千４９

６万円になったとの事であります。  

 

この結果になった事に関して関係者の努力に敬意を表したいと思います。 

 

この傾向が本年度だけで終わらせる事なく、来年度以降も堅持する事も重

要であります。  

 

そこで、下記について質問させて頂きます。 

 

（１）１０億３千４９６万円になった納税額の詳細な分析はどのようにな

っているのか。  

（件数・返礼品種別・７つの寄附項目の数字） 

 

（２）集まった寄附金を寄附してくれた人の気持ちを込めてどのような使

い方を考えているのか。 

 

（３）更なる寄附金額の増大に向けて、来年度以降どの様な戦略を考えて

いるか 

 

以上、町長に質問致します。 
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【町長】 

 

 

  

通告順 ４ 
質問 

議員 
長野議員 

質問 

項目 
留萌本線ラストランから駅舎の未来へ 

質問 

内容 

留萌本線廃線が一年後に迫っている。町は「次世代公共交通とまちづく

りワークショップみらいとーく」などで町民の声を聴き、町民有志は「沼

田町駅未来協議会」による駅周辺の活性化や廃線後の駅活用法や飲食イベ

ント沼ルシェの魅力化で賑わいを創出されてきたことは敬意を表したい。

これからが正念場である。 

時を同じくして、深川東高校総合ビジネス科では、「R4 年度 石狩沼田駅

を鉄オタの聖地に」、「 R5 年度  アドベンチャートラベルで沼田町を活性

化」、「R6 年度 留萌本線ラストラン計画」を計画し、本町の可能性と魅力

に着目、発信してくれている。 

廃線は、異業種・異世代と大学生・高校生の次世代が未来を語り新たな

街を創造する一大チャンスである。多様な立場のアイデアをわが町が包括

的に受け止め、廃線後の沼田町の未来図を描くことを期待し、以下の質問

を行う。 

 

1, 留萌本線ラストランの一年をどう仕掛けるのか  

（1）廃線までわずか 1 年余り。町が主導し、町民の声、有志の声、高校

生の声を活かし、束ねる協議の場が必要と考えるがどうか。 

 

2, 廃線後の駅舎・鉄路を残すのか否か決まっていない。どのように考え

るのか。 

（1）沼田喜三郎翁の導き、札沼線の思い出など歴史的財産を受け継ぐ駅

舎、そこに沿線住民の生活があった事を記録するストーリーを残す価

値があると考えるがどうか。 

（2）駅ホーム内に JR 車両を置きクラフトビアホールや売店設置、沼田

喜三郎翁銅像建立など観光スポットとして、新たな駅舎スタイルの可

能性を活かすことができる沼田にしかできない財産と考えるがどう

か。 

 

3, 以上をスピード感を持って取りまとめ、 JR 北海道へ協力要請をして

はどうか。 



資料 1 留萌本線ラストラン計画   【R6年度 深川東高校総合ビジネス科課題研究資料】 

1, 令和 7 年 4 月から 1 年間、廃止予定である留萌本線に月 2 回

土曜日、年間 24回特別列車を走らせたい。 

2, 特別列車は、学生や地域住民に協力依頼し、実際に自分たちで

デザインしてもらうことで、人々の思い出になり特別感を醸成

したい。 

3, 二車両編成を考え、一車両で車内販売を行い、一般で売られて

いる商品のほか、地域の特産物や深川東高校で作った商品（リ

ンゴラムネ・深東チップス）の販売を行う。一車両を乗車スペ

ースとしたい。 

4, その他、アナウンス体験、沿線５駅のスタンプラリー、1日切

符や往復切符割引など最後まで乗ってもらい最終年を飾りた

い。 
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